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478　　　悪性疾患における各種腫瘍関連抗原の臨床的

検討

加藤義郎，辻野大二郎，和田祐爾，高橋利明，鈴木敏夫，

大原裕康，染谷一彦（聖医大第三内科）

佐々木康人（東大放射線科）

　血中腫瘍関連抗原の測定は，各種悪性疾患において，

一般臨床検査として広く用いられている。

　今回，悪性腫瘍110例，良性疾患120例について，血

清中のCEA，　CA19－9，　AFP，　SLX，　NCC－ST－

439，SPan－1，　CA　72－4，　SCC，　DUPAN－2，　E　la－

stase　一　1を測定し，その臨床的検討を行った。その結果，

悪性腫瘍全体での各腫瘍マーカーの陽1生率は各々47％，55％，

7％，18％，34％，59％，34％，10％，29％，60％であ

った。さらに，腫瘍関連抗原の臓器特異性という面から

も整理し，各種悪性疾患で対応する腫瘍関連抗原を選択

し，その有用性について検討した。

479　　化学スペーサによる1n－lll標識モノクロ＿ナ

ル抗体の口癌集積性増幅の試み（第二報）

孫保福．横山邦彦，秀毛範至，絹谷清剛．油野民雄，

利波紀久，久田欣一　　（金沢大学核医学科）

　肝や脾の高い非特異的集積が診断の妨げとなっていた，

従来のln－111抗体標識法を改良するために，代謝性化学

スベーサ（ジエステル結合含有キレート剤）を利用した

標識方法をin　vitroならびにin　vivoで検討した．　化学

スペーサとモノクローナル抗体を3：1，6：1，10：1のモル

比で反応させ，In－111標識を行ったところ，比放射能は

0．17，0．68，0．70mCi／mgであり，また免疫活性はそれぞ

れ72，73，82Xであった．担癌ヌードマウスにおける経時

的な検肘では，肝への集積が低く（3．2－6．lXID／g），また

肝細胞内分布も従来法とは異なるパターンを示した．

したがって化学スペーサは，肝での代謝が速やかで，パ

ックグラウンド低減法として有効であると考えられた．

480　　　代謝性スペーサーを用いる金nt・RI標■抗体・

エステル結合解裂速度の頷節による放射能分布の制御

荒野泰，井上達雄，田川正秋，横山随（京大・薬）佐賀恒夫，

阪原晴海．小西淳二（京大・医）遠藤啓吾（群馬大・医）

　金属RI標■抗体による合目的性の高い放射能分布を達

成する目的で、抗体と代謝性スペーサーであるエステル結

合部位との結合距離の■節による、体内放射能分布の制御

を試みた．SPDPを用いたリジン残基の修飾、あるいはヒン

ジ部位のジスルフィド結合の還元によりチオール基を導

入した抗体に、二官能性試薬を用いてGa－SDPを結合した．

両標緒抗体をマウスに投与した際の放射能分布を比較し

たところ、肝田・腎憤などへの放射能分布は同程度であっ

たが、SPDPを用いた場合の方がやや速い血液からの放射能

の消失が観察された．以上の結果は、抗体分子の立体障害

による血中酵素反応速度の相違を示唆するものであり、更

に検討を進めている，

481　　直接標識法によるT（；－99m標識モノクローナル

抗体の作製とマウスにおける体内分布および腫瘍集積性

小林久隆、阪原晴海、佐賀恒夫、細野　真、中井敏晴、

白土　誠、小西淳二、　（京大核医学科）、山室隆夫（同

整形外科）、富山朔二（同ウイルス研）、遠藤啓吾（群

馬大核医学科）

　直接法によりモノクローナル抗体のTc－99m標識を試

み、マウスでの体内分布、腫瘍集積性を検討した。ヒト

骨肉腫と反応するモノクローナル抗体OSPを2一メルカ

プトエタノールで還元し、抗体に直接Tc－99mを標識し

た。標識率は98％以上であり、抗体活性も完全に保持さ

れていた。Tc－99m標識OS”の正常マウスでの血中消失は

1－125標識OSr、　In－111標識OST7より早く、24時間後まで

に尿中に排泄されたTc－99mは1－125より多かった。ヌード

マウスに移植されたヒト骨肉腫へのTc－99m標識OST7の集

積は1－125標識、In－111標識OST7とほぼ同等であった。

482　　安定な内因性キレート部位を用いた抗体のTc

－99m標識法の基礎的検討

横山邦彦，秀毛範至，久慈一英，宮内　勉，絹谷清剛，

孫保福，油野民雄．利波紀久，久田欣一（金沢大学核

医学科）

　安定かつ簡便で新しい99mTc抗体標識方法として，還元

により形成される抗体の内因性のキレー下部位を利用す

る方法を検討した．　2－mercaptoethanolを用い温和な還

元条件下で抗体にチオール基を形成した後，ゲルろ過で

精製し，生食で溶解した少量のMDP　kitとTc－99mを加え，

室温で10分間反応させた．　標識率は90Xから95X以上あ

り，血清中での放射化学的純度の低下は48時間で10Xであ

った．　この方法は，標識操作が簡便でありながら高い

標識率が得られるため，標識後の精製が不要で，さらに

還元化抗体は凍結保存が可能であり，キット化に適して

いる．イメージングに極めて有望な方法と考えられた．

483　　　標識モノクローナル抗体の生体内動態に

与えるインターフェロンの影響

中村佳代子、片山通章、橋本　順、久保敦司、橋本省三

（慶大放射線科）

　CEA産生のヒト胃癌細胞を植え付けたヌードマウス

をインターフェロン（IFN）で処理し、In－U1標識抗

CEAモノクローナル抗体を投与して、その生体内動態

を検討した。　IFNを連続的に投与すると、腫瘍細胞に

おけるCEAの産生量は増加したが、予めlFNを投与

しておくと、血中のCEA量も上昇し、投与した標識抗

体の腫瘍への集積量は増加しなかった。IFNと標識抗

体とを同時に投与すると、抗体の腫瘍への集積性が増す

と同時に、血中クリアランスは速まり、更に、肝、脾臓

への取り込みも低下した。適宜な条件下にて投与すれば、

IFNは抗体の腫瘍へのターゲティングに有効であった

ことを報告する。
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